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山根明弘 (九大 ･理 ･生物)
アフリカ北東部からアラビア半島西部の乾燥地
帯に棲息するマントヒヒ (papL'ohamadL･yaS)の
社会構造は､一般的に父系制といわれている｡し
かしながら､その最小社会単位であるユニットの
内部､およびユニット間 (クラン内)の社会梢成
について､分子生物学的手法に基づいた個体問の
血縁関係の研究は今までのところ行われていない｡
本研究の目的は､マイクロサテライトDNA紹域
を多型検出マーカーとして用い､マントヒヒの社
会構造を､個体問の血縁関係の側面から明らかに
するものである｡血液サンプルは､1998年および
1999年に､サウジアラビアのタイ-フ個体群から
採集されたものを用いている (58個体､8ユニッ
ト)｡血液サンプルから核ゲノムを絹製し､マイク
ロサテライトDNA最穴城をPCR法によって増幅さ
せ､アクリルアミドゲル電気泳動によって､迫伝
型多型の検出を行っている｡今までのところ､マ
イクロサテライト領域の1退伝子座 (D18S537)
の増幅に成功し､その結果.いくつかの対立迫伝
子が確認された｡今後､解析するマイクロサテラ
イトの迫伝子座を増やすことによって､マントヒ
ヒのユニット内､およびユニット問の血縁関係の
推定が可能になると考えられる｡
- 104-
